


　
平
成
28
年
3
月
議
会
が
3
月
11
日

か
ら
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　
27
年
度
補
正
予
算
、
条
例
制
定
･

改
正
、
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案

の
と
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　
な
お
、
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
二
分
科

会
に
分
か
れ
審
査
し
全
体
会
で
審
議

し
た
。

穂積柚太郎と柚香ちゃん
（穂積地区のキャラクター）

【　】内の数字は
全人口15,887人で割った
町民1人当たりのお金です。

（使いみち）

（財源）

衛生費
保健.予防.ごみ処理など
8億723万円（10.8%）
【5万811円】

4億4229万円（5.9%）
2億3060万円（3.1%）
5970万円（0.8%）
3273万円（0.4%）

県支出金
地方消費税交付金
地方譲与税
その他

地方交付税
国から配布され町が
自由に使えるお金
22億5000万円（30.2%）

国庫支出金
国の補助など
7億214万円
（9.4%）

町債
借りるお金
7億1050万円
（9.5%）

民生費
お年寄り.児童福祉・
保育所の運営など
21億4911万円（28..8%）
【13万5275円】

土木費
道路や河川の
新設維持費
11億3936万円
（15.3%）
【7万1761円】

総務費
役場全体の
管理や運営費
9億9248万円
（13.3%）
【6万2471円】

公債費
借金の返済
8億8324万円
（11.8%）
【5万5595円】

教育費
学校.社会教育の費用
6億2283万円（8.3%）
【3万9204円】

その他
5億4053万円（7.3%）
【3万4023円】

消防費
消防.防災の費用
3億2936万円（4.4%）
【2万731円】

（%）は構成比
町税
みなさんからの税金
14億250万円（18.8%）

繰入金
基金から
12億9790万円
（17.4%）

9995万円（1.3%）
7862万円（1.1%）
6610万円（0.9%）
5932万円（0.8%）
3179万円（0.4%）

使用料・手数料
分担金・負担金
諸収入
繰越金
財産収入ほか

自主財源
（40.7％）依存財源

（59.3%）

（H28.3.1現在）

町民1人あたり

約47万円！



リニューアルされるかじかの湯

競技場建設現場（町民交流広場）

窓ガラス飛散防止が施工される増小

建具が耐震化される増中

導入が決まったタブレット端末

野外活動の拠点として利用される旧五開小

・議会用タブレット端末導入費用
・ホリデーバス運行業務
・旧五開小学校浄化槽布設替工事
・かじかの湯廊下板貼工事
・リニア側道測量設計業務
・町民交流広場建設工事
・増穂小窓ガラス飛散防止工事
・増穂中建具アルミ化工事
・（仮称）新ますほ児童センター建設設計等
・峡南医療センター企業団出資金

184万円
957万円
859万円
500万円
3000万円

1億9600万円
1531万円
4963万円
1569万円
2500万円

平成28年度特別会計予算
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス事業

奨学金

簡易水道事業

下水道事業

20億9756万円

3億7033万円

18億1154万円

1億199万円

72万円

2億3042万円

7億9311万円

（△0.2）

（4.2）

（0.7）

（△2.9）

（0.0）

（△11.2）

（3.0）

営農飲雑用水事業

箱原農業集落排水事業

鹿島財産区

カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

峡南地区ことばの教室共同設置

峡南地区充指導主事共同設置

水道事業会計

373万円

1596万円

9万円

53万円

173万円

88万円

2億1320万円

1億812万円

（△0.1）

（17.1）

（84.0）

（△0.6）

（0.0）

（△2.7）

（△1.6）

（△2.0）

収益的支出

資本的支出

（前年比％）



【
上
下
水
道
課
】

問
　
下
水
道
事
業
業
務
継
続
計

画
策
定
業
務
と
は
何
か
。

答
　
災
害
や
事
故
な
ど
に
よ
り

下
水
道
施
設
が
被
害
を
受
け
て

も
、
重
要
な
業
務
を
中
断
さ
せ

ず
、
中
断
し
て
も
早
期
に
復
旧

さ
せ
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画

と
整
合
性
を
持
っ
た
下
水
道
独

自
の
計
画
で
あ
る
。

問
　
富
士
橋
の
架
け
替
え
が
実

施
さ
れ
た
場
合
、
水
道
管
の
移

設
補
助
が
あ
る
の
か
。

答
　
占
有
物
件
で
あ
る
た
め
、

補
助
や
補
償
は
な
い
と
考
え
る

が
、
今
後
県
と
協
議
し
た
い
。

【
財
政
課
】

問
　
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
よ
る
公

債
費
へ
の
影
響
は
。

答
　
借
入
れ
利
率
が
低
く
な
る

た
め
、
今
後
、
借
入
れ
を
行
う

場
合
は
、
利
息
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。

【
建
設
課
】

問
　
リ
ニ
ア
側
道
測
量
設
計
の

内
容
は
。

答
　
27
年
度
に
基
本
設
計
を
行

っ
た
が
、
28
年
度
は
詳
細
設
計

を
行
う
予
定
。

問
　
町
民
交
流
広
場
建
設
工
事

の
内
容
は
。

答
　
人
工
芝
、
サ
ッ
カ
ー
場
を

主
に
行
う
予
定
。

【
総
務
課
】

問
　
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
診

断
等
委
託
業
務
と
は
。

答
　
臨
時
、
嘱
託
職
員
を
含
む

全
て
の
職
員
を
対
象
に
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
結
果
に

よ
り
ケ
ア
が
必
要
な
職
員
が
い

た
場
合
に
は
、
専
門
医
に
よ
る

相
談
や
受
診
に
つ
な
げ
て
い
る
。

【
税
務
課
】

問
　
固
定
資
産
税
の
歳
入
額
が

前
年
度
よ
り
増
の
原
因
は
。

答
　
山
王
地
区
の
宅
地
分
譲
や

新
築
家
屋
の
増
加
で
あ
る
。

問
　
滞
納
処
分
の
実
施
状
況
は
。

答
　
預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
、

差
し
押
さ
え
物
件
の
公
売
な
ど

に
よ
る
換
価
を
行
っ
て
い
る
。

【
商
工
観
光
課
】

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
事
業
起
業
支
援
補
助
金

の
内
訳
は
。

答
　
起
業
1
年
目
の
補
助
2
件
、

2
年
目
の
補
助
農
家
民
泊
事
業

1
件
、
3
年
目
木
工
業
、
農
家

民
泊
事
業
2
件
の
補
助
予
定
で

あ
る
。

問
　
観
光
費
が
前
年
度
よ
り
1

千
万
円
ほ
ど
減
と
な
っ
て
い
る

が
。

答
　
桜
回
廊
工
事
が
一
段
落
し

た
こ
と
と
、
か
じ
か
の
湯
へ
の

補
助
金
が
廃
止
に
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。

【
防
災
課
】

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
を
随
時
購
入

で
き
な
い
か
。

答
　
町
限
定
の
製
品
で
、
注
文

生
産
の
た
め
で
き
な
い
。

問
　
災
害
用
備
蓄
品
の
購
入
内

訳
は
。

答
　
ア
ル
フ
ァ
米
（
非
常
用
保

存
食
）
5
4
0
0
食
、
飲
料
水

（
2
リ
ッ
ト
ル
ボ
ト
ル
）1
8
0
0

本
、簡
易
ト
イ
レ
袋
1
万
枚
を
購

入
す
る
。
備
蓄
品
は
町
内
3
施

設
に
保
存
し
、
今
後
消
費
期
限

が
迫
っ
た
在
庫
品
は
各
区
に
無

料
配
布
す
る
計
画
。

【
農
林
振
興
課
】

問
　
や
ま
な
し
農
業
・
農
村
総

合
支
援
事
業
補
助
金
の
内
訳
は
。

答
　
新
規
に
組
織
す
る
協
議
会

が
、
捕
獲
さ
れ
た
鹿
、
猪
を
解

体
す
る
ナ
イ
フ
消
毒
槽
付
手
洗

器
の
購
入
経
費
の
補
助
。

【
企
画
課
】

問
　
婚
活
事
業
の
詳
細
は
。

答
　
年
3
回
の
開
催
を
予
定
し
、

婚
姻
後
町
内
へ
の
居
住
に
繋
が

る
よ
う
な
施
策
を
取
り
入
れ
実

施
し
た
い
。

【
町
民
生
活
課
】

問
　
ホ
リ
デ
ー
バ
ス
の
利
用
実

績
は
。

答
　
月
平
均
の
利
用
者
は
、
約

1
6
0
人
で
あ
る
。

災害時に使われる備蓄品



【
福
祉
保
健
課
】

問
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
委
託

業
務
に
対
し
、
町
は
評
価
す
る

立
場
に
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
で
事
業
を
精
査
し
て
い
る
。

来
年
度
予
算
に
反
映
で
き
な
か

っ
た
が
、
再
来
年
度
予
算
に
は

精
査
し
た
事
業
の
内
容
を
盛
り

込
み
た
い
。

問
　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
委

託
の
内
容
は
。

答
　
峡
南
5
町
で
委
託
し
て
い

る
。
市
川
三
郷
町
に
あ
る
く
に

み
会
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

専
門
職
員
が
お
り
、
3
6
5
日

24
時
間
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
。

【
子
育
て
支
援
課
】

問
　
ひ
と
り
親
医
療
費
の
受
給

者
は
。

答
　
1
0
1
世
帯
2
4
4
人
。

問
　
保
育
所
の
正
職
と
嘱
託
職

員
の
違
い
は
。

答
　
嘱
託
の
保
育
士
も
正
職
の

保
育
士
と
同
じ
だ
け
の
仕
事
を

し
て
い
る
。
正
職
員
は
、
夜
の

会
議
や
教
材
つ
く
り
も
率
先
し

て
や
っ
て
い
る
。
来
年
度
は
嘱

託
職
員
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
助
成
も
行
う
。

問
　
新
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
予
算
は
、
建
設
地
が

決
ま
ら
な
い
の
に
計
上
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

答
　
平
成
31
年
4
月
の
開
所
を

目
標
に
し
て
い
る
。
来
年
度
早
々

に
土
地
を
決
め
て
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
で
も
予
定
よ

り
遅
れ
て
い
る
。
敷
地
調
査
や

地
盤
調
査
、
設
計
料
な
ど
委
託

料
の
単
価
設
定
は
、
国
・
県
の

単
価
基
準
で
積
算
し
、
当
初
予

算
に
計
上
し
た
。

問
　
山
梨
県
産
後
ケ
ア
事
業
に

つ
い
て
、
利
用
が
な
く
て
も
負

担
金
は
払
う
の
か
。

答
　
利
用
後
の
精
算
な
の
で
、

利
用
し
な
け
れ
ば
負
担
金
は
な

い
。
1
泊
3
万
3
9
0
0
円
、

県
と
町
が
1
万
3
9
0
0
円
ず

つ
助
成
し
、
自
己
負
担
金
は

6
1
0
0
円
。
生
保
と
非
課
税

世
帯
は
、
自
己
負
担
分
も
町
が

助
成
す
る
。

【
町
民
生
活
課
】

問
　
環
境
衛
生
委
員
な
ど
報
酬

の
内
訳
は
。

答
　
地
区
の
委
員
長
17
人
に
1

人
年
間
2
万
円
、
委
員
2
5
0

人
に
1
人
5
0
0
0
円
、
環
境

審
議
会
委
員
13
人
に
1
人
年
間

3
0
0
0
円
の
報
酬
。
委
員
長

は
、
地
区
の
代
表
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

や
会
議
へ
の
出
席
を
し
て
い
る
。

問
　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
工
事
4
カ
所
は
。

答
　
山
王
地
区
と
長
澤
火
の
見

跡
地
、
県
営
鰍
沢
団
地
周
辺
の

町
有
地
2
カ
所
の
予
定
。

【
生
涯
学
習
課
】

問
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
回

数
は
。

答
　
大
自
然
体
験
会
が
1
泊
2

日
、
わ
く
わ
く
科
学
教
室
が
年

5
回
、
富
士
川
カ
ッ
プ
将
棋
大

会
、
天
文
教
室
を
年
に
1
回
開

催
し
て
い
る
。

問
　
新
町
民
会
館
の
敷
地
面
積

と
ホ
ー
ル
収
容
人
員
、
ま
た
、

借
り
て
い
る
国
有
地
は
、
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

答
　
敷
地
面
積
は
4
7
7
0
㎡
、

駐
車
場
1
5
0
台
、
大
ホ
ー
ル

収
容
人
員
は
約
3
5
0
人
。
国

有
地
は
取
得
す
る
方
向
で
考
え

て
お
り
、
現
在
、
財
務
事
務
所

と
交
渉
し
て
い
る
。

問
　
社
会
体
育
施
設
の
歳
入
の

使
用
料
と
手
数
料
の
内
訳
は
。

答
　
殿
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
20
万

円
、
利
根
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
90

万
円
、
プ
ー
ル
2
0
0
万
円
、

大
法
師
公
園
17
万
円
が
主
に
な

っ
て
い
る
。
27
年
度
は
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
で
両
プ
ー
ル
の
利
用
が

7
団
体
あ
っ
た
。
28
年
度
は
既

に
予
約
済
で
、
利
根
川
プ
ー
ル

で
7
団
体
が
利
用
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

【
教
育
総
務
課
】

問
　
町
単
教
職
員
の
内
訳
は
。

答
　
講
師
21
人
、
特
別
支
援
員

4
人
、
学
校
司
書
4
人
で
あ
る
。

問
　
増
穂
小
の
給
食
室
水
源
の

単
独
化
工
事
の
詳
細
は
。

答
　
増
小
の
水
道
シ
ス
テ
ム
は
、

屋
上
高
架
に
タ
ン
ク
が
あ
り
、

そ
の
タ
ン
ク
に
い
っ
た
ん
水
を

汲
み
上
げ
、
落
と
し
て
使
っ
て

い
る
。
給
食
室
も
同
様
の
水
道

シ
ス
テ
ム
だ
が
、
塩
素
が
蒸
発

す
る
な
ど
給
食
の
安
全
性
に
支

障
を
来
た
す
こ
と
か
ら
、
給
食

に
は
水
道
を
直
接
給
水
す
る
工

事
を
行
う
。

安全な水を供給（増小給食室）

150台の駐車場完備の新町民会館



全
体
会
で
の
主
な
質
疑

▼
減
額
修
正
案

　
　
　
　
採
決
結
果

▼
減
額
修
正
案
提
出

賛
　
成

反
　
対

▼
平
成
28
年
度
予
算

　
　
　
　
採
決
結
果

賛
　
成

反
　
対

反
対
討
論
　
秋
山
 
貢

反
対
討
論
　
秋
山
 
貢

賛
成
討
論
　
斉
藤
欽
也

　
去
る
3
月
11
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
3
月
16
日
、
17
日
、
22
日

に
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

問
　
天
神
中
條
20
号
線
改
良
工

事
費
2
0
0
万
円
と
あ
る
が
、

隣
接
地
権
者
の
了
解
は
得
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答
　
保
留
し
て
い
た
工
事
で
話

は
し
て
い
る
が
、
了
解
の
回
答

は
得
て
い
な
い
。

問
　
リ
ニ
ア
側
道
設
計
費
の
財

源
は
。

答
　
特
定
財
源
は
な
い
。

問
　
防
災
の
保
存
食
で
ア
レ
ル

ギ
ー
食
の
対
応
は
。

答
　
対
応
済
み
。

問
　
予
算
が
当
初
比
較
で
2
億

円
、
公
債
費
が
6
0
0
0
万
円

増
え
て
い
る
が
。

答
　
予
算
は
収
入
見
込
み
の
95

％
で
見
積
も
っ
た
。
経
常
経
費

は
10
％
の
シ
ー
リ
ン
グ
で
減
ら

し
た
。
当
初
予
算
に
、
こ
れ
ま

で
補
正
で
対
応
し
て
き
た
峡
南

医
療
セ
ン
タ
ー
負
担
金
1
億

6
0
0
0
万
円
を
計
上
し
た
こ

と
か
ら
増
加
し
た
。
ま
た
、
公

債
費
6
0
0
0
万
円
は
借
換
え

の
た
め
で
あ
る
。

問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
負

担
金
は
確
定
し
た
も
の
か
。

答
　
特
別
交
付
税
は
確
定
、
普

通
交
付
税
は
見
込
み
で
あ
る
。

　
提
出
者
　
川
口
 
正
満

﹇
提
案
理
由
﹈

　
利
用
す
る
町
民
の
声
を
広
聴

し
、
多
面
的
に
検
討
し
子
ど
も

の
安
全
性
を
優
先
に
適
地
を
定

め
る
べ
き
で
、
新
ま
す
ほ
児
童

セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会
の

答
申
を
待
っ
て
予
算
を
定
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
子
ど
も
が
放

課
後
移
動
し
、
親
の
迎
え
が
あ

る
ま
で
の
安
全
性
が
非
常
に
大

事
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
所
を

視
察
し
た
が
、
多
く
の
と
こ
ろ

が
学
校
内
や
隣
接
す
る
児
童
館

や
公
民
館
な
ど
で
や
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
児
童
ク
ラ
ブ
移
転
は
、

31
年
ま
で
に
と
い
う
期
限
は
あ

る
が
、
本
町
で
も
31
年
か
ら
は
、

学
校
内
に
空
き
教
室
が
3
つ
増

え
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
周
辺

地
の
再
検
討
も
含
め
、
検
討
委

員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
た
当
局

の
考
え
を
聞
き
、
臨
時
会
で
決

定
す
る
時
間
は
ま
だ
十
分
あ
る
。

　
川
口
　
正
満
・
青
　
　
光
仁

　
堀
内
　
春
美
・
斉
藤
　
欽
也

　
小
林
有
紀
子
・
深
澤
　
公
雄

　
秋
山
　
　
勇
・
鮫
田
　
洋
平

　
長
澤
　
　
健
・
秋
山
　
　
貢

　
市
川
　
淳
子
・
井
上
　
光
三

　
小
林
　
　
進

　
建
設
候
補
地
は
確
定
し
て
い

な
い
が
、
リ
ニ
ア
の
建
設
計
画

に
伴
い
児
童
セ
ン
タ
ー
は
平
成

30
年
12
月
ま
で
に
解
体
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
移
設
に
遅
れ
が
で
る

こ
と
で
利
用
す
る
児
童
や
保
護

者
な
ど
、
町
民
が
不
利
益
を
直

接
的
に
被
る
こ
と
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
建
設
場
所
は
議
会
が
十
分
に

関
わ
り
な
が
ら
決
定
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
は
な
い
。
場
所
が

決
ま
っ
た
時
に
は
、
速
や
か
に

事
業
計
画
が
実
行
で
き
る
よ
う

予
算
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
環

境
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
。

　
小
林
有
紀
子
・
深
澤
　
公
雄

　
秋
山
　
　
勇
・
鮫
田
　
洋
平

　
長
澤
　
　
健
・
秋
山
　
　
貢

　
市
川
　
淳
子
・
井
上
　
光
三

　
小
林
　
　
進

　
川
口
　
正
満
・
青
　
　
光
仁

　
堀
内
　
春
美
・
斉
藤
　
欽
也

※
採
決
に
は
斉
藤
正
行
議
長
、

神
田
智
特
別
委
員
長
は
中
立
公

平
の
原
則
で
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。



問
　
土
地
開
発
基
金
土
地
取
得

費
の
計
上
の
内
訳
は
。

答
　
町
有
地
売
却
の
公
募
1
件
で
、

取
得
費
9
9
8
万
円
に
対
し
6

回
に
わ
た
り
値
下
げ
し
て

2
5
9
万
円
で
売
却
。
差
額
分

を
含
め
、
基
金
へ
買
い
戻
し
金

を
繰
り
入
れ
た
。

問
　
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関

連
2
件
の
内
容
は
何
か
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
役
場
業
務
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
L
G
W
A
N
（
総
合

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
分
離

す
る
た
め
の
業
務
委
託
料
と
、

そ
れ
ら
の
機
器
を
購
入
す
る
費
用
。

問
　
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
の
内
容
は
。

答
　
国
の
交
付
金
5
7
0
0
万

円
に
よ
り
該
当
す
る
年
金
生
活

者
な
ど
に
3
万
円
が
給
付
さ
れ

る
も
の
。
ほ
か
関
連
す
る
役
務
費
・

委
託
料
な
ど
で
あ
る
。

問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
運
営
負
担
金
の
財
源
は
。

答
　
国
の
特
別
交
付
税
か
ら
充

当
さ
れ
る
。

問
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
県
補
助
金
の
減
額
の
理
由
は
。

答
　
当
初
の
予
算
計
上
時
の
負

担
率
は
県
が
3
分
の
2
、
町
が

3
分
の
1
だ
っ
た
。
27
年
度
に

負
担
率
が
改
正
さ
れ
、
国
、
県
、

町
が
そ
れ
ぞ
れ
3
分
の
1
と
な
っ

た
た
め
。

問
　
土
木
費
国
庫
補
助
金
が
減

額
だ
が
、
主
な
事
業
と
、
予
定

に
対
し
て
広
報
・
啓
発
活
動
を

十
分
行
っ
た
か
。

答
　
民
間
木
造
住
宅
耐
震
改
修

事
業
で
90
万
円
減
、
耐
震
改
修

促
進
計
画
更
新
事
業
で
1
1
4

万
円
減
と
な
っ
た
。
広
報
活
動

や
対
象
住
宅
の
戸
別
訪
問
も
県

と
協
力
し
て
実
施
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
結
果
だ
っ
た
。

●
公
平
委
員
会
委
員

・
任
期

 
平
成
28
年
5
月
18
日
〜

　
平
成
32
年
5
月
17
日

　
折
居
　
正
彦
（
長
澤
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員

・
任
期

 
平
成
28
年
5
月
18
日
〜

　
平
成
31
年
5
月
17
日

　
依
田
　
　
章
（
鰍
沢
北
）

　
芦
澤
　
　
勲
（
最
勝
寺
）

　
神
田
　
正
治
（
　
米
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

・
任
期

 
平
成
28
年
4
月
1
日
〜

　
平
成
30
年
5
月
17
日

・
委
員

　
秋
山
　
義
宏
（
青
柳
町
）

　
折
居
　
和
雄
（
長
澤
）

・
補
充
員

　
秋
山
　
　
稔
（
　
米
）

　
久
津
間
惠
理
子
（
青
柳
町
）

　
齋
藤
　
光
江
（
中
部
）

補
正
質
疑

人
　
事
（
敬
称
略
）

民間木造住宅耐震化事業の予定戸数と実施された戸数

27年度に実施した件数

27年度当初予定

改修戸数

1戸

3戸

耐震診断戸数

18戸

74戸

一般会計　主な補正予算

土地開発基金土地取得費
情報系ネットワーク強靭化対策委託費
ネットワークシステムの機器購入費
年金生活者等支援臨時福祉給付金事業費
峡南医療センター企業団運営負担金
県支出金　放課後児童健全育成事業
土木費国庫補助金

879万円
780万円
2214万円
5959万円
1486万円
△556万円
△707万円

（歳出）

（歳入）



【
条
例
制
定
】

問
　
町
の
施
設
を
民
間
商
業
施

設
の
中
に
作
る
の
は
初
め
て
の
ケ
ー

ス
で
あ
る
が
、
そ
の
契
約
内
容
は
。

答
　
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
と
の
契
約

期
間
は
10
年
、
内
装
部
分
と
固

定
資
産
税
相
当
額
を
町
が
負
担
し
、

共
益
部
分
は
指
定
管
理
者
が
負

担
す
る
。

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命

名
権
）
の
話
が
あ
っ
た
が
。

答
　
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
か
ら
名
称

は
「
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
M
Y
　

B
O
D
Y

富
士
川
」
金
額
は
年
4
万
円
と

の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

【
社
会
体
育
施
設
条
例
の
改
正
】

問
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用

料
が
3
1
0
円
か
ら
4
3
0
円

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
4
月
か
ら
指
定
管
理
者
に

任
せ
る
こ
と
か
ら
料
金
の
見
直

し
を
行
っ
た
。
新
た
な
施
設
は
、

専
属
ト
レ
ー
ナ
ー
の
常
駐
、
機

器
の
操
作
法
の
指
導
、
個
人
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
充
実
し

た
も
の
と
な
る
。

問
　
町
民
体
育
館
の
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
の
使
用
料
が
3
1
0
円
か
ら

4
3
0
円
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
3
1
0
円
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
料
で
あ
っ

た
。
今
後
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
部

屋
全
体
を
自
由
に
使
え
る
こ
と

か
ら
、
ア
リ
ー
ナ
の
面
積
な
ど

で
算
出
し
た
。

問
　
こ
の
施
設
移
転
は
リ
ニ
ア

に
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
移
転

補
償
費
の
交
渉
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
移
転
は
先
行
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
体
育
館
な
ど
全
体
の

補
償
交
渉
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

【
財
産
貸
付
】

　
五
開
小
学
校
跡
地
を
青
少
年

の
野
外
活
動
拠
点
と
し
て
、
横

浜
市
に
拠
点
を
置
く
Ｎ
P
Ｏ
法

人
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
に
貸
し
付

け
る
。

【
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

追
加
変
更
】

　
特
別
措
置
法
の
執
行
期
限
が

5
年
間
延
長
さ
れ
、
事
業
追
加

を
し
た
。

【
町
道
路
線
の
認
定
】

　
国
道
の
一
部
、
追
分
交
差
点

か
ら
、
お
か
め
鮨
交
差
点
ま
で

を
町
道
と
す
る
。

【
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
よ

る
規
約
変
更
】

　
新
た
に
入
札
参
加
資
格
の
審

査
事
務
を
追
加
。

【
議
員
定
数
を
定
め
る
条
例
及

び
委
員
会
条
例
を
改
正
】

　
常
任
委
員
会
数
の
変
更
に
伴

う
委
員
定
数
の
変
更
で
あ
る
。

ブ
ル
ー
ア
ー
ス
M
Y
　

B
O
D
Y
富
士
川

・
行
政
不
服
審
査
会
条
例

・
法
務
専
門
職
員
の
任
用
等

に
関
す
る
条
例

　
　
行
政
審
査
法
の
全
部
改

正
に
よ
り
制
定
、
そ
の
実

行
の
た
め
専
門
知
識
を
有

す
る
者
の
任
用
に
つ
い
て

も
定
め
た
。

・
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
条
例

　
　
農
業
委
員
の
選
出
が
選

挙
か
ら
任
命
制
に
変
わ
る

こ
と
に
伴
う
も
の
。

・
水
道
料
金
等
審
議
会
条
例

　
問
　
審
議
会
構
成
の
中
に

町
議
会
議
員
と
あ
る
が
、

上
位
法
令
に
規
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
答
　
法
律
で
制
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
水

道
料
金
と
下
水
道
の
審
議

会
が
一
つ
に
な
る
こ
と
か
ら
、

過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
構

成
員
と
し
た
。

（
※
写
真
　
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
提
供
）



問
　
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金
は
、
町
内
・
町
外

の
区
別
が
あ
る
が
、
町
外
へ
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
区
別
を
撤
廃
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
を
大
き
な
目
的
と
し
、
合
わ
せ
て
町
内
転
入

の
動
機
付
け
を
目
的
と
し
て
き
た
。
今
年
か
ら
定

住
奨
励
金
制
度
を
設
け
た
の
で
、
周
辺
市
町
村
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
　
町
長
は
所
信
表
明
で
、
地
方
創
生
交
付
金
に

つ
い
て
梯
子
を
外
さ
れ
た
思
い
で
あ
る
と
述
べ
た

が
、
昨
年
こ
れ
を
使
い
、
学
校
給
食
費
の
補
助
や

ホ
リ
デ
イ
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
。
単
独
で
も

継
続
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
補
助
内
容
を
見
直
す

勇
気
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
最
低
で
も
5
年
は
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
と

は
い
え
、
給
食
の
半
額
負
担
は
子
育
て
の
応
援
の

た
め
に
も
必
要
と
考
え
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

削
れ
る
も
の
を
削
り
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
。

問
　
地
域
力
創
造
交
付
金
は
、
各
地
区
に
自
由
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
形
で
交
付
し
て
い
る
が
、

使
い
道
な
ど
の
検
証
は
し
て
い
る
の
か
。

答
　
第
一
次
総
合
計
画
で
地
域
力
向
上
の
た
め
制

度
化
し
た
。
検
証
は
し
て
い
な
い
が
使
途
報
告
は

受
け
て
い
る
。
各
地
区
と
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て

地
域
活
動
に
使
っ
て
い
る
。
縛
り
を
な
く
し
貯
金

も
で
き
る
の
で
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
公
民
館

建
設
な
ど
の
計
画
も
で
き
る
。
今
の
ま
ま
続
け
て

い
く
。

【
28
年
度
予
算
総
括
質
疑
】

【
条
例
改
正
】

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例

の
改
正

　
　
4
月
1
日
か
ら
18
歳
以
下
の
窓
口

無
料
化
。

・
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
改
正

　
問
　
人
事
評
価
を
公
表
す
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
公
表
の
仕
方
は
。

　
答
　
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
他
自
治

体
や
県
の
状
況
を
見
な
が
ら
つ
め

て
い
く
。

　
問
　
評
価
の
客
観
性
の
確
保
は
。

　
答
　
人
事
評
価
制
度
は
各
職
員
が
年

度
目
標
を
立
て
、
そ
れ
を
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
目
標
設
定
の

妥
当
性
や
そ
の
評
価
の
客
観
性
確
保
、

制
度
の
充
実
に
は
時
間
が
必
要
。

・
職
員
給
与
条
例
の
改
正

・
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
、
議
員
の

報
酬
等
に
関
す
る
改
正

　
　
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
り
、
平
均

給
与
改
定
率
0
･
4
％
引
き
上
げ
。

・
職
員
の
勤
務
時
間
休
暇
等
に
関
す
る

改
正

・
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
条
例

・
税
条
例
の
改
正

　
　
個
人
番
号
記
入
欄
を
削
除
。

・
特
定
教
育
･
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額

等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
　
国
に
よ
る
保
育
料
負
担
軽
減
策
。

・
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関
す
る
条

例
改
正

・
職
員
定
数
条
例
及
び
証
人
等
の
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
　
農
業
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

保育料の負担軽減を



問
　
林
業
従
事
者
の
雇
用
、
町

有
林
の
活
用
は
。

農
林
振
興
課
長
　
峡
南
森
林
組

合
を
事
業
主
体
に
現
在
の
従
事

者
数
か
ら
の
増
員
を
期
待
。
林

地
調
査
を
実
施
し
適
正
な
利
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
県
有
林
の
活
用
、
整
備
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

農
林
振
興
課
長
　
「
お
も
て
な

し
森
林
景
観
創
出
事
業
」
を
県

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

問
　
地
元
木
材
を
活
用
し
た
公

共
施
設
の
建
設
は
。

総
務
課
長
　
「
富
士
川
町
内
の

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
促
進
に
関
す
る
方
針
」

に
基
づ
き
、
本
庁
舎
、
体
育
館

お
よ
び
保
育
所
な
ど
に
地
元
木

材
の
活
用
を
検
討
す
る
。

問
　
五
開
地
区
に
も
み
じ
を
植

樹
す
る
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長
　
大
柳
川
流
域

一
帯
に
も
み
じ
の
補
植
を
行
い
、

新
た
な
散
策
ル
ー
ト
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

問
　
新
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー

の
規
模
･
機
能
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
、
必
要
最
低
の

敷
地
面
積
は
約
2
8
0
0
㎡
。

問
　
小
学
校
付
近
に
建
設
し
て

ほ
し
い
と
の
保
護
者
の
声
を
重

く
受
け
と
め
る
べ
き
だ
が
、見
解
は
。

町
長
　
検
討
委
員
会
で
、
現
在

の
児
童
セ
ン
タ
ー
付
近
の
3
カ

所
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
増
穂
小
学
校
の
す
ぐ
西
に

代
替
地
登
録
が
あ
る
。
安
全
面

を
考
え
れ
ば
リ
ニ
ア
沿
線
よ
り
、

学
校
付
近
の
ほ
う
が
よ
い
。
他

の
場
所
の
検
討
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
増
穂
小
北

の
文
化
ホ
ー
ル
の
周
辺
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
土
地
を
検
討
し
て

き
た
。
第
3
回
目
の
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

問
　
若
者
の
啓
蒙
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　
増
穂
商
業
高
校
で
出
前
講
座

な
ど
、
主
権
者
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
　
町
内
の
高
校
や
フ
ォ
レ
ス

ト
モ
ー
ル
な
ど
、
商
業
施
設
へ

の
投
票
所
増
設
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　
当
日
投
票
所
は
19
カ
所
あ
る
が
、

集
客
施
設
等
で
の
開
設
は
、
現

在
の
段
階
で
は
不
可
能
と
考
え
る
。

期
日
前
投
票
所
は
、
技
術
的
・

費
用
的
・
秘
密
保
持
の
面
で
の

問
題
点
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
投
票
立
会
人
を
、
多
く
の

町
民
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　
適
正
な
管
理
執
行
体
制
確
保

を
前
提
に
、
公
募
に
つ
い
て
選

挙
管
理
委
員
会
で
協
議
し
た
い
。

児童センター 子どもたちの安全を考えて代替地選定を

長
沢
け
ん
議
員

地元木材を活用した
公共施設建設は

本庁舎等に活用を
検討する

ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー

候
補
地
は

投
票
率
の
向
上
は



問
　
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
候

補
地
が
、
3
カ
所
に
絞
ら
れ
た

基
準
は
何
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童
が
安

全
に
健
や
か
に
過
ご
せ
、
利
用

し
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、

小
学
校
を
中
心
に
南
に
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

地
周
辺
を
基
準
に
整
備
検
討
委

員
会
で
協
議
を
し
て
い
る
。

問
　
児
童
セ
ン
タ
ー
を
造
る
最

大
の
目
的
は
、
児
童
を
保
護
者

に
手
渡
す
ま
で
の
間
、
安
心
・

安
全
に
過
ご
せ
る
場
所
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
3
カ
所

は
小
学
校
か
ら
8
0
0
m
以
上

離
れ
、
こ
の
道
路
が
非
常
に
危

険
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の

候
補
地
が
リ
ニ
ア
の
北
側
に
あ
り
、

工
事
が
始
ま
る
と
工
事
用
ダ
ン

プ
が
激
し
く
行
き
交
う
場
所
に

な
る
。
児
童
の
安
心
安
全
を
守

る
の
が
目
的
な
の
に
、
か
え
っ

て
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
小
学
校
を

中
心
に
北
側
を
探
し
た
が
、
条

件
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
の
3
カ
所
を
候
補
地
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。

問
　
第
1
に
児
童
の
安
全
を
考

え
て
場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
に
、
リ
ニ
ア
が
通

る
近
く
に
セ
ン
タ
ー
を
造
り
、

リ
ニ
ア
が
人
体
に
ど
ん
な
悪
影

響
を
与
え
る
か
わ
か
ら
な
い
段

階
で
、
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
子

ど
も
た
ち
を
危
険
な
場
所
に
置

く
こ
と
に
納
得
が
い
か
な
い
が
。

町
長
　
リ
ニ
ア
の
実
験
線
の
周

辺
の
人
た
ち
も
、
磁
場
を
危
惧

す
る
人
も
い
た
が
、
今
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。

問
　
何
年
か
経
過
し
な
け
れ
ば
、

電
磁
波
が
人
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
か
は
出
て
こ
な
い
と
思
う
。

現
実
に
こ
の
町
で
子
ど
も
を
育

て
る
の
は
危
な
い
の
で
、
他
の

町
へ
引
っ
越
す
と
い
う
人
も
出

て
き
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と
い

う
観
点
か
ら
見
て
も
、
今
の
候

補
地
は
適
切
で
は
な
い
。
こ
の

児
童
セ
ン
タ
ー
は
い
つ
ま
で
に

完
成
さ
せ
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
平
成
31
年

3
月
ま
で
で
あ
る
。

問
　
遡
っ
て
計
算
し
て
み
て
も
、

今
年
急
い
で
測
量
設
計
に
入
ら

な
く
て
も
十
分
間
に
合
う
と
思

う
が
、
も
っ
と
児
童
に
と
っ
て

安
心
安
全
な
場
所
を
慎
重
に
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
2

回
く
ら
い
開
い
た
検
討
委
員
会
で
、

性
急
に
決
め
る
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
が
。

町
長
　
検
討
委
員
会
で
協
議
を

い
た
だ
き
、
再
度
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
最
終
的
な
候
補
地

を
決
め
る
予
定
で
い
る
。

堀
内
春
美
議
員

子どもを危険な場所に置いていいのか

地域バランスの問題である地域バランスの問題である

800m離れた児童センターに向かう児童たち



青
　
光
仁
議
員

問
　
2
月
に
新
町
民
会
館
の
利

用
申
込
み
を
し
た
が
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
「
全
館
飲
食
禁
止

と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
」

と
あ
っ
た
。

 
利
用
者
の
立
場
で
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
管
理
者
の
配

置
や
飲
食
な
ど
今
後
の
管
理
運

営
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
管
理
人
も
配

置
し
、
飲
食
に
つ
い
て
も
全
館

可
能
と
す
る
。

問
　
「
鰍
沢
分
庁
舎
の
各
課
を

現
町
民
会
館
等
へ
移
転
し
、
移

転
費
用
も
予
算
計
上
さ
れ
た
」

と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。
議
会
に

は
事
前
通
知
が
な
か
っ
た
が
、

分
庁
舎
の
各
課
の
移
転
計
画
は
。

町
長
　
分
庁
舎
は
建
築
後
48
年

を
経
過
し
、
耐
震
基
準
も
低
く

危
険
な
庁
舎
と
な
っ
て
い
る
。

東
別
館
や
現
在
の
町
民
会
館
の

内
部
を
改
修
し
、
秋
こ
ろ
ま
で

に
移
転
さ
せ
た
い
。
分
庁
舎
に

は
防
災
無
線
設
備
も
あ
り
、
す

ぐ
に
取
り
壊
す
の
で
は
な
く
跡

地
利
用
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
現
町
民
会
館
は
図
書
館
だ

け
が
残
り
、
利
用
者
の
中
心
は

小
中
学
生
で
あ
る
。
図
書
館
司

書
が
1
人
常
駐
と
な
る
が
、
職

員
が
移
転
し
て
く
る
秋
ま
で
管

理
人
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
。

司
書
の
女
性
に
防
災
・
防
犯
管

理
も
さ
せ
る
の
か
。

財
政
課
長
　
館
内
全
体
の
管
理

は
必
要
最
小
限
で
予
算
化
し
、

司
書
と
兼
務
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
、
所
管
の
生
涯
学
習
課
と

協
議
す
る
。

問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
へ
の
今
後
の
財
政
支
援
に
つ

い
て
、
町
長
の
方
針
は
。

町
長
　
企
業
団
を
存
続
し
て
い

く
こ
と
は
、
開
設
者
と
し
て
の

責
務
と
考
え
て
い
る
。
資
金
シ

ョ
ー
ト
し
な
い
よ
う
単
年
度
貸

付
金
も
検
討
し
た
い
。

問
　
私
も
財
政
支
援
は
必
要
と

考
え
る
が
、
昨
年
12
月
に
両
町

で
支
援
し
た
7
億
3
千
万
円
の

貸
付
申
請
が
い
つ
あ
っ
た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
昨
年
の
12
月

18
日
に
あ
っ
た
。

問
　
貸
付
審
査
要
綱
も
12
月
18

日
で
告
示
さ
れ
た
が
不
備
が
多
い
。

ま
た
、
町
民
の
税
金
な
ど
で
、

な
お
か
つ
高
額
な
貸
付
な
の
だ

か
ら
、
慎
重
な
審
査
が
求
め
ら

れ
る
。
貸
付
審
査
会
は
い
つ
開

催
し
、
貸
付
決
定
を
い
つ
通
知
し
、

契
約
書
は
何
日
付
で
取
り
交
わ

し
た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
す
べ
て
12
月

18
日
付
け
で
行
っ
た
。

新町民会館は飲食可能とできないか

全館飲食を可能とする全館飲食を可能とする

町民の交流の場 新町民会館

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
財
政
支
援



問
　
町
づ
く
り
の
た
め
委
員
会

な
ど
は
、
町
民
が
内
容
と
経
過

情
報
を
得
ら
れ
る
と
、
風
通
し

が
よ
く
な
り
関
心
が
高
ま
る
。

町
民
と
の
問
題
意
識
や
、
方
向

性
の
一
体
感
、
連
帯
感
を
持
て

る
よ
う
、
委
員
会
を
傍
聴
で
き

る
よ
う
公
開
し
、
会
議
録
を
公

表
で
き
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
庁
舎
整
備
な
ど
将

来
に
か
か
わ
る
委
員
会
は
次
回

か
ら
公
開
す
る
。
検
討
資
料
に

つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総

務
課
に
お
い
て
、
文
書
に
よ
り

公
開
す
る
。
会
議
運
営
の
透
明

性
や
公
平
性
の
確
保
、
審
議
状

況
を
明
ら
か
に
し
、
町
政
に
対

す
る
町
民
と
の
協
働
の
推
進
を

図
る
た
め
、
会
議
録
の
公
表
は

必
要
で
、
会
議
終
了
後
、
速
や

か
に
原
則
公
表
す
る
。

問
　
昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た

J
R
東
海
の
水
に
関
す
る
報
告

書
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
大

柳
川
渓
谷
の
水
の
減
量
が
予
想

さ
れ
、
農
業
用
水
や
生
活
用
水

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
地

下
水
や
水
源
に
影
響
が
あ
る
場
合
、

影
響
を
回
避
す
る
対
策
や
、
代

替
水
源
の
確
保
な
ど
事
業
者
に

ど
の
よ
う
な
代
償
を
求
め
る
か
。

企
画
課
長
　
畔
沢
川
5
％
、
南

川
25
％
、
大
柳
川
農
業
用
取
水

堰
が
20
％
減
少
す
る
が
、
環
境

保
全
措
置
を
実
施
す
る
。
水
資

源
の
影
響
に
つ
い
て
は
工
事
の
前
、

途
中
、
後
に
、
流
量
等
を
監
視

し
渇
水
状
況
な
ど
持
続
的
な
調

査
を
要
望
す
る
。
生
活
に
支
障

が
あ
る
場
合
、
事
業
者
の
責
任

で
速
や
か
な
対
策
を
要
求
す
る
。

J
R
東
海
が
支
障
な
い
よ
う
に

工
事
し
、
支
障
が
生
じ
れ
ば
、

代
替
措
置
ま
た
は
金
銭
補
償
を

要
求
す
る
。

問
　
リ
ニ
ア
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

未
知
の
危
険
性
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

町
は
町
民
と
土
砂
災
害
特
別
警

戒
指
定
の
十
谷
地
区
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
に
、
県
に
も
毅

然
と
し
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

静
岡
県
は
大
井
川
の
減
量
予
測

に
関
し
、
環
境
保
全
連
絡
会
議

や
水
資
源
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

静
岡
市
な
ど
は
条
例
の
制
定
や

意
見
書
を
提
出
。
南
木
曽
町
で

は
対
策
協
議
会
で
事
業
者
と
も

事
前
協
議
し
て
い
る
。
町
で
も

同
じ
よ
う
な
対
応
策
を
と
れ
な

い
か
。

企
画
課
長
　
リ
ニ
ア
は
前
述
地

域
を
通
ら
な
い
の
で
影
響
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域
に

支
障
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
者

の
責
任
で
速
や
か
な
対
策
を
要

請
す
る
。
大
柳
川
等
の
水
量
減

少
に
つ
い
て
は
、
工
事
前
に
十

分
な
環
境
保
全
措
置
計
画
と
、

施
工
面
で
の
防
止
策
強
化
を
要

望
し
て
い
く
。

川
口
正
満
議
員

検討委員会公開と情報の即時開示を

公開し会議録もHPで公表する公開し会議録もHPで公表する

水量減少が懸念される観音滝

リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
で

大
柳
川
の
水
量
は



井
上
光
三
議
員

問
　
国
は
六
次
産
業
化
支
援
策

と
し
て
、
市
町
村
の
戦
略
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
本
町
で

の
六
次
産
業
化
戦
略
の
策
定
計

画
は
。

農
林
振
興
課
長
　
関
係
す
る
個
人
・

団
体
と
の
意
見
交
換
や
研
修
な

ど
を
推
進
し
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
て
地
域
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
戦
略
を
策
定
し
て
い
く
。

問
　
六
次
産
業
化
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
、
町
独
自
で
補
助
金

制
度
が
導
入
で
き
な
い
か
。

農
林
振
興
課
長
　
こ
れ
ま
で
県

の
支
援
事
業
な
ど
を
取
り
入
れ

て
き
た
。
今
後
も
、
六
次
産
業

化
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
国
・

県
の
補
助
金
採
択
が
優
位
に
な
る
。

町
独
自
の
補
助
金
制
度
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　
子
育
て
を
地
域
全
体
で
取

り
組
む
よ
う
な
支
援
環
境
を
作

る
た
め
、
「
子
育
て
支
援
基
金
」

が
設
立
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
子
育
て
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と

は
重
要
だ
が
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
基
金
設
置
は
難
し
い
。

今
後
も
地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
子
育
て
支
援
活
動
を
実

施
し
て
い
く
。

問
　
子
育
て
の
富
士
川
町
を
前

面
に
押
し
出
す
た
め
に
、
富
士

川
町
子
ど
も
条
例
が
制
定
で
き

な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
富
士
川
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
利
益

が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と

を
基
本
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
健
や

か
な
成
長
を
保
障
し
て
い
く
。

問
　
観
光
振
興
を
目
的
と
し
、

町
民
が
情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
な
富
士
川
町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
策
定
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長
　
町
の
観
光
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
発
信
し

て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
を
活

用
し
、
目
的
に
あ
っ
た
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
く
。

問
　
三
筋
の
観
光
振
興
を
進
め

て
い
る
が
、
穂
積
筋
、
五
開
筋
（
十

谷
、
高
下
間
）
を
結
ぶ
道
路
の

整
備
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
　
当
該
道
路
は
、
年

間
を
通
じ
て
車
両
が
通
行
で
き

る
よ
う
整
備
を
し
て
い
る
。
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
観
光
ル

ー
ト
と
し
て
の
利
用
は
可
能
で

あ
る
。

六次産業化戦略の策定は

地域協議会を立ち上げて策定する地域協議会を立ち上げて策定する

六次産業化を進める「日出づる里活性化組合」加工直売所

六
次
産
業
化

補
助
金
制
度
は

子
育
て
支
援
基
金
の

設
立
は

富
士
川
町
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
は

十
谷
、高
下
間
の

道
路
整
備
は

「
子
ど
も
条
例
」
が

制
定
で
き
な
い
か



問
　
今
、
国
や
県
が
「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
」
に
本
腰
を
入
れ

て
い
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
各
所
管
が
連
携
し
て
対
応
し
、

背
後
に
い
る
子
ど
も
に
支
援
が

届
く
よ
う
、
全
庁
あ
げ
て
職
員

の
意
識
改
革
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
　
職
員
の
意
識
や
体
制
は

整
っ
て
い
る
。
福
祉
面
で
各
課

が
さ
ら
に
き
め
細
な
業
務
と
対

応
が
で
き
る
役
場
を
目
指
し
た
い
。

問
　
家
庭
学
習
が
困
難
な
子
ど

も
や
、
貧
困
な
ど
で
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
心

の
居
場
所
を
兼
ね
た
学
習
支
援

の
場
と
し
て
、
学
童
保
育
を
活

用
し
、
学
力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
事
業
「
そ
よ
風
教
室
」
に

つ
な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長
　
学
習
支
援
が

必
要
な
場
合
に
は
、
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問
　
国
の
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区

整
備
計
画
と
の
合
築
は
、
大
き

な
経
費
削
減
で
あ
り
、
公
共
施

設
再
配
置
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
や
、

文
化
を
継
承
し
て
い
く
上
で
合

築
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
が
。

町
長
　
国
の
合
同
庁
舎
と
合
築

す
る
こ
と
で
、
用
地
取
得
を
は

じ
め
建
設
費
用
が
抑
え
ら
れ
る

こ
と
や
、
平
成
18
年
か
ら
の
懸

案
事
項
で
あ
る
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア

地
区
整
備
事
業
が
実
現
で
き
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

問
　
図
書
館
基
本
構
想
の
中
に
、

子
育
て
支
援
図
書
館
と
し
て
、

読
書
を
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
明
記
し
て
い
る
。
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
時
の
お
祝
い
と

し
て
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、

図
書
館
基
本
構
想
の
一
翼
を
担

う
も
の
と
考
え
る
が
、
実
施
す

る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
図
書
館
建
設

が
具
体
化
し
た
段
階
で
検
討
す
る
。

問
　
里
山
整
備
や
情
報
発
信
、

特
産
品
開
発
な
ど
を
積
極
的
に

担
う
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

受
け
入
れ
は
。

企
画
課
長
　
今
後
5
年
間
で
導

入
す
る
。

問
　
中
部
・
五
開
地
域
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
事
業
の
財
源
確
保
は
。

企
画
課
長
　
過
疎
債
を
充
当
し

た
い
。

小
林
有
紀
子
議
員

学童保育を学習支援の場に

そよ風教室につなげるそよ風教室につなげる

「預かる」から「学びの場」へ進化している学童保育

町
立
図
書
館
の

建
設
場
所
は

中
山
間
地
域
の

環
境
整
備
は



斉
藤
欽
也
議
員

問
　
町
長
は
所
信
で
現
在
地
周

辺
と
明
言
。
子
育
て
支
援
課
長

は
、
場
所
は
答
申
が
出
て
か
ら

と
言
っ
て
い
る
が
。

町
長
　
検
討
委
員
会
に
丸
投
げ

お
任
せ
と
は
い
か
な
い
。
町
の

考
え
と
し
て
現
在
地
周
辺
3
カ

所
に
絞
っ
た
。
答
申
後
、
総
合

的
に
検
討
し
建
設
地
を
決
め

る
。

問
　
わ
ざ
わ
ざ
離
れ
た
地
域
に

つ
く
る
必
要
は
な
い
の
で
は
。

町
長
　
学
校
に
隣
接
し
た
所
が

理
想
だ
と
思
う
が
、
「
南
に
南

児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
に
北
側

に
は
な
い
」
と
の
議
論
が
あ

る
。
小
学
校
周
辺
に
適
地
が
な

い
の
で
、
現
児
童
セ
ン
タ
ー
周

辺
に
と
検
討
委
員
会
に
提
案
し

て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
再
配
置
は
新
た

に
土
地
を
取
得
す
る
の
で
は
な

く
、
町
有
地
を
利
用
し
整
備
統

合
す
る
こ
と
が
基
本
。
児
童
セ

ン
タ
ー
は
必
要
で
あ
る
が
、
空

教
室
も
3
室
増
え
る
。
学
校
給

食
が
セ
ン
タ
ー
方
式
に
な
れ
ば

給
食
室
も
空
く
。
本
庁
舎
の
整

備
、
役
場
周
辺
の
利
活
用
も
合

わ
せ
、
見
直
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
小
学
校
に
全
部
集
約
す

る
と
、
南
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
を
入
れ
て
あ
げ
れ
な
い
。
南

を
入
れ
る
と
4
室
必
要
。
施
設

は
1
つ
に
集
約
す
る
よ
り
、
利

用
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
南

北
に
分
散
さ
せ
た
ほ
う
が
今
後

の
た
め
に
な
る
。

問
　
5
〜
6
年
先
に
は
、
庁
舎

や
増
穂
商
業
跡
地
利
活
用
の
問

題
が
あ
る
。
児
童
館
を
含
め
全
体

構
想
を
練
り
直
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
長
期
的
視
野
で
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
現
状
へ

の
対
応
も
必
要
と
な
る
。
理
想

論
で
い
け
ば
学
校
の
配
置
も
保

育
所
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

今
後
総
合
的
に
判
断
し
適
地
を

決
め
た
い
。

問
　
健
全
経
営
に
は
、
医
療
資

源
の
集
約
と
機
能
分
化
が
必

要
。
市
川
三
郷
病
院
を
一
般
病

床
に
す
る
の
は
、
機
能
の
分
散

化
で
は
な
い
か
。

町
長
　
計
画
通
り
い
か
な
か
っ

た
。
当
面
は
術
後
の
患
者
を
移

動
し
、
市
川
三
郷
病
院
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
く
。

問
　
2
5
0
0
万
円
を
4
年
間

出
資
す
る
と
し
た
が
、
町
の
金

は
出
さ
な
い
と
い
う
考
え
と
相

反
す
る
の
で
は
。

町
長
　
赤
字
を
補
填
す
る
考
え

は
今
で
も
な
い
。
資
金
不
足
比

率
の
改
善
資
金
で
あ
る
。

問
　
町
民
図
書
館
･
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
計
画
の
年
度
目
標
は
。

町
長
　
各
省
庁
の
す
り
合
わ
せ

段
階
。
国
で
予
算
化
さ
れ
て
い
な

い
。
29
度
予
算
化
を
目
指
す
。

児童センターを現在地につくる理由は

南に児童クラブがあるので北側に南に児童クラブがあるので北側に

英語でリズムあそび（児童センター）

峡
南
医
療

セ
ン
タ
ー
は

町
民
図
書
館
は



医業収益・事業収益

医業外収益・事業外収益

収益合計

医業費用・事業費用

医業外費用・事業外費用

費用合計

経常損益

42億2236万円

4億7894万円

47億0130万円

47億7721万円

1億5553万円

49億3274万円

△2億3144万円

平成28年度会計予算予定損益計算書 〈
臨
時
会
〉

　
2
月
26
日
、
第
1
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
お
よ
び

平
成
28
年
度
会
計
予
算
、
条
例
改
正
案

2
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

◆
補
正
額

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

・
病
院
事
業
収
益

　
　
　
　
　
　
　
1
億
5
4
5
7
万
円

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

・
病
院
事
業
資
本
的
収
入

（
企
業
債
、
県
支
出
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
9
4
9
万
円

・
病
院
事
業
資
本
的
支
出

（
建
設
改
良
費
）
　
　
△
9
4
9
万
円

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

　
3
月
22
日
に
第
1
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
条
例
制
定
4
件
、
条
例
廃
止
1

件
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
2
件
、
平

成
28
年
度
予
算
3
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

峡
南
広
域
行
政
組
合

平成28年度峡南広域行政組合負担金

会計名

介護保険特別会計

一般会計

合　計

峡南ふるさと
市町村圏特別会計

富士川町負担金

0

3億7094万円

3億7094万円
（前年比4.0％減）

0

総予算

2億1568万円

17億851万円

19億4021万円
（前年比0.8％増）

1593万円

平成28年度富士川町負担金（内訳）

会計名

合　計

町電算システム負担金

一般分等負担金

広域ネット負担金

総予算

2649万円

3億3770万円

3億7094万円

675万円

　
3
月
29
日
に
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ

全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
は
、
前
年

度
よ
り
2
4
2
9
万
8
千
円
の
減
、公

共
下
水
道
の
普
及
に
よ
り
、年
々
減
少
し

て
い
る
。

　
火
葬
事
業
特
別
会
計
は
前
年
度
よ
り

1
4
7
5
万
2
千
円
の
減
、
平
成
26
、

27
年
の
2
ヶ
年
で
実
施
し
た
火
葬
炉
修

繕
工
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3
月
28
日
に
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、

条
例
改
正
1
件
、
平
成
27
年
度
補
正
予

算
5
件
、
平
成
28
年
度
予
算
6
件
、
同

意
1
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
28
年
度
予
算
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額
、
町
負
担
金
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減

額
の
主
な
要
因
は
、
焼
却
施
設
の
延
命

工
事
が
終
了
し
た
た
め
。

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
合

平成28年度三郡衛生組合負担金

会計名 総予算 富士川町負担金

2億3473万円

1919万円

4億4412万円

1億9020万円

合　計

し尿処理事業

一般会計

火葬事業

4295万円

322万円

6469万円

1852万円

平成28年度中巨摩地区広域事務組合負担金
会計名

一般会計

ごみ処理事業

公園事業

老人福祉事業

勤労青年センター事業

し尿処理事業

合　計

総予算

4205万円

12億144万円

889万円

3824万円

5164万円

2億2995万円

15億7221万円
（前年比△42.0%）

富士川町負担金

318万円

8251万円

79万円

329万円

423万円

0万円

9400万円
（前年比△4.0%）



改修された体育館で行われた入学式

　2月2日、第1回臨時議会が開催され、専決処分
承認案1件、工事請負変更契約締結案1件について、
原案のとおり可決した。

専決処分の承認
一般会計補正予算の内容
・降雪による除雪作業経費　138万円

工事請負変更契約締結案件
・鰍沢中学校屋内運動場アリーナ他
　天井改修工事請負変更契約締結

変更前　65,448,000円　
変更後　63,601,200円　

（△1,846,800円）

研修風景

議会改革特別委員会

タブレット端末導入検討委員会

議会改革特別委員会ICT推進部会

タブレット端末導入検討委員会

議会改革特別委員会

議会改革特別委員会ICT推進部会

議会運営委員会

議会運営委員会・全員協議会

議会運営委員会

全員協議会

広報常任委員会

議会改革特別委員会議会基本条例策定推進部会

議会改革特別委員会ICT推進部会

町制功労者表彰式

増穂中学校・鰍沢中学校卒業式

2日

5日

10日

23日

26日

29日

2日

7日

8日

8日

10日

2月

3月

①議会基本条例の意義
②地方政治の時代の住民自治の進化への対応

　議会改革特別委員会では議員力アップを目指して、3
月1日、山梨県町村議会議員セミナーに参加した。（道
の駅富士川の水防対策室）
　講師の山梨学院大学法学部・大学院研究科長の江藤俊
昭先生から「議会基本条例のポイントと議会からの政策
サイクル」、「住民自治の根幹としての議会を作動させ
る」をテーマに、

について講義を受けた。当日は県内町村議員約80人の参
加があり、大変勉強になった。



町議会では、町内在住の20歳以上の方（町
職員・町議会議員とその家族を除く）で、
議会広報の批評や提言、情報の提供をして
いただけるモニターを次により募集します。

・募集人員　10人以内
・任　　期　1年
・締め切り　平成28年5月20日
・お問い合わせ・応募先

議会事務局　0556（22）7211






